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校庭の芸！ 


莘小卞校 


丰業記念であろぅか、饺庭 一! ひ 
つ そりと たたずむ「作品」があ 
afn をへて•変色していたり十 T 
と、なおさら S 術： li の価 tf[ を b 
ているかのよぅに兒えるもの 
もし かすると、入問の削 i& 性 _ 
年の頃にもつ t も旺碰に鲷 
はなかろうか。キヤンパスの「作 
MUUJ から•先#たちの芦が囁 





III 小学校 


弟九小^校 


k 砂小*？校 


第卜小学校 
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月刊*え<てびあん- HJN と語ろ〇 • II 川に生きよラ 


通巻34号 


〇 戋，ィと；由*# 


いつも， 

SBUOSAo 

ft 余ぃと 

永ぃおっさあぃを人切に， 
竹さまの f レ丄を 
お - f 伝ぃ L ます • 

0 焰王銀行 



漢字テスト 1 : )_» 



「キヤ リア もないし•わたしの 

作品なんか . L . と•はじめは 

ひつ込み思案だった三浦はま子さ 
んに，ようやく笑朗がみえてきた ◊ 


立 川の モニュメント 

「柴崎分^^水 nj 
市 . 0:跡。 


松中镯わき<7>玉川上水苗 
水 □ から市内を»飫する趄 
坶分木は、江严中期に引か 
れ、 * く时の人々の生活用 
水として使われてさた•今 
b 臍集玥木として«用して 
いる來もある•松中橋榷一 i 
その由来を記したボ IK が 
たてられている” 

立/ II 市と昭岛 Ifi の境にかかる 
松中株|7>西側に. iL 川上水から柴 
崎分水にわかれる取水口がある" 
分水は全長， 8 J 。 昭和記念公 
111 を通リ抜け • S 士見町、柴岭 
町の住宅 fi / を涑れ、镩町から根 
川に合流する。この分水ができ 
たのは元文二年二七三七》。そ 
れより八十年前，玉川上水から 
は、既に砂川分水が引かれてい 
た4柒畸分水許顧状」には、肖 
時の柴崎 H の人々 
が用水不足に1»ん 
でいた様子がぅか 
がえる。 

柴^ T 分水は•江 
• P •明治、大正と 
時代 a 変わっても、 

そこに住む人々に， 

とつて、かけがえ* 

のない生活用水であった”飲み 
水に • m 畑に水^の勧乃に，欠 
くことのできない水であつた , ^ 
今も芡：；？町の旧^をたずねると、 



坫土に彩色は水彩狯の呉にニスを 
ぬる*■その T - 際のよさは、うまれ 
もつた索質か。シシユゥ、榀物な 
ど•これまでにもかなりのグレ— 
ドでこなしてきた三浦さん。 

お S -* さんはすでに^校生とな〇 
ますます作3§に没跄できる時問に 
めぐまれるのではないだろうか。 

貪 I 松町二丁目•立川に引越して 
きて 16 年目をむかえる**もう、は 
とんど1故鄉 j にちかいとか。 


「工房か： & 

れぞれ、®じるところがあるので 
はなかろうか。日本人は旅 tr ずき 
といわれるが，移； S のアシはやは 
り「汽率」が；#だ。列单に乘9 
こむ時の、あの g い興*はたとえ 
ようもない•駅弁の味は他では決 
してあじわえないものだ" •経 當 
想が少し変化したというだけでは 
すまされない、そう•ムいながらも 
「新しい楝路」が延びてゆく◊「未 
来」とはいつも"このようにして 
拓けてゆくものなのであろうか。 
•キャ ン•ハスに「芸術」ありであ 
る。母校の校轻を再訪するいい檐 
会かもしれない。皆んなで力をあ 
わせて作ったに， f ふ 
れてみるだけで热いものが胸をよ 
ぎるでありましよう。 # 藤®の 
垂れる彼方にえくてびあん 

(編集}石 sft 美大»玲子_01两予_川« 

田孑準田礼早^穴正私 * Hi 4 I . 子 
(2> 天»武男明1_名 


「仲問 4 人で、高松公民 te の文化 
祭に出品したんです。いえ、別に 
先生がいたわけじゃないんですけ 
ど，1入が〔朝□カルチヤ—セン 
夕—〕 で S 3 つてき たものを*«ん 
なで X 夫しながら やつて みたんで 
す。 T 供のネンド細工みたいなも 
んです よ」 と、ちょつ び〇进遜ぎ 
みなところが奥ゆかしい。 

ジヤンルとしては (□ マン•ド 
I ル〕というのだそうである。紙 


真如苑だより 

春らんまんのこの頃です。 
咲かい日も，そぅでない日も 
典如苑は五十一年のあいだ • 
立川の皆 さまに 宵てて m きま 
した-一度「新しい日」を 探 
しに お出掛けくださいません 
か•お待ちして おります • 



■砷丰緣 、 .ft 如宝物館をはじ 
めとして映 li など盛リだくさ 
んの用意がしてございます。 
■立川市民 <成人)に限らせ 
て項きます • 

■ お中し込みは「えくてびあ 
ん•コンパ-ーオン」(本誌を手 
渡してくれた人》へ • 


きれいな水が流れていて•そこ 
に洗い場があったりする。 

生活の中で，確固たる位*を 
A めていた分水が、 
使われなくなった 
のは，昭和三十年 
代以降といぅ： 
入々から省みら 
れなくなった、分 
水^"だが•家 
々の間を&もなく 
，流れる分水を兒て 
いると，そこだけ タイ ムス リツ 
ブしたかのような*私連に|»け 
さと 安らぎを与えてくれる。 

{H •«> 




私は"もの心ついてか 
ら27*になる今日ま 
でずっと H 鉄に魅せ 
られ、斯幹捩の運 
土になるのが夢 
であったが、健康 
上の理由からそれ 
もかなわなくな 

り、そのことが b 式典終了後，終屯の時刻はと 
返って抶逍への想いをつ： W ぅに過ぎており' 国鉄は式典参 
のらせた。いまで^自分が速知|^加者のために*陡時列巿を走ら 
席にいる#をみることがある" ^ せた。まさに，これこそ BI 鉄「最 
私はこの「人8¢日」ともいえる 後の ft 後」の列車である。趄時 


■'€' 秦 tt 募,馨 







▼わが「線路」の最も長く熱い I 日 
寄5 S •中 ff 明 


国鉄*後の夜を汐留«でむかえょ 
ぅとして いた。夜になつて、風は 
飧たさを 增し 時おり小 1- がちらつ 
いた。杉?«国鉄総哉のあいさつが 
あり•午前：有時 • 

総裁の手によって 
C 五六—一六 〇 号 


去る 3 月 31 日は、「国鉄」最後の日とあつて' わが立川 
人も何がしかの想いをふかくしたにちがいない。鉄道マ ㈢ 機の汽笛が、夜の 
ニア•中野明さん(柴崎町六丁目)の感慨もまた 、 I 空に哀し 

し * I C 


入であった。 

3月31日•火 K 卩•午前5時 
国鉄立川駅はいつもと変らぬ朝 
をむかぇた^充櫬の表〔小も「国 
鈇線 J のまま."しかし、今日が 
iJrx 後の日であることは動かしが 
たい率実だ•今夜零時をもって， 

六つの旅客会社と*物会社■社 
として新しいスタ—卜を切る • 
围鉄にかかわ9のない H 本入 
がいるだろうか。私の親しい友 
人のひとりは、都会のひとり乾 


0 

VI ^ 


装ぃぺ 
私の傾を热いもの 
が伝った。紇裁は 

らしに疲れきつたとき' 自然に足と見ると、そこに 
は上野駅にむいていると いう" ブ は®務をはなれて、 

ラトホ—ムに 立つ て • -この この鈇 is をこょな 

レ—ルが故郷に難が つてい る"そ く *してきた I 人 
う思うと、生きる勇^がわいて く の 男が毅然として 
ると いう。 立つていた® 本日 • 




午後3時•国鉄本社の銘板をはず 
す総裁の心中はいかばかりであつ 
たろうか。 

一一五年問、日本経済をささえ 
国民とともに走つてきた巨人な ； s 
»が、いま •/» かに止まつた* 


め「八王- f 行」にゆられて、立 
川駅についたのは午前2時ころ 
であった。 

立川駅のコンコースは 「JR 
東日本」と印刷 
された¢3地に ： ST 
あるいは綠地に 
白の旗が飾られ、 
すでに早朝の立 
;||駅?*内とは I 
変していた◊券 
充檐の表 1 !^「J 
R 線 j に改めら 
れている" 

一番*率が発 
車するころには、 
乘 H 本旅客鈇迫 
株式会社•立川駅として斯らた 
なよそおいを兒せているにちが 
ぃなぃ々 

さらば、日本国有鉄道——〇 
そして JR グル—ブの明日に希 
望あれ！ 



; 0纫回分。沒见ぬ^^ A 


さる4月9日、立川市民会 
館において -1 美しき中高年の 

ためのファッションシヨ—」 

が M かれた • 

主催は中*年專門のデザイ 
ナ！淼淑さん：いずれが 


「美しき」 か、本誌 / 
記者がワイワイガ 
ヤガヤ、独断と偏 
見にょって「煖選」 
されたフアツシ3 
—ブル•ベスト 4* 

右上は森女史。彼 

女がベスト 1 だとい 

う(陰の声)がなきに 
しも あらずだが、利 
定は統者次第。 





本林光代さん 
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空 M に I 字神人を試みよ。 

卷 □« 来 

一祝 Jnln 
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サヴイニが/ £ を^ぇて 1 9 年に 
なる*味にぅるさい人を相孚の歴 
史が rs の力を物譆る”当初はイタ 
リア料理 rg としてスタ—卜したが 
8年荊からイタリアから地$沿 
年地域と視野を lAcf た w ^ を始め 
メー IHI に深みを增した*財鮮な 
免介類をたつぶリ使い.イリ—プの 
旮リとエ夫を凝らした料理•か龚し 
めるゴ21川北口丸幷《091662 













